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H -T ∑ ln><7nI→一･事
(n,7n)















































































































･- [〆 ( tN),yi ( tN)+ ∂ y i ( tN)]
という｢門 (gate)｣を通る量子力学的波動は
3 i







[y(I)]2- 9 ij (a(I ))Li(I)i j-(T)
と置き,またヤコピアンを導入して
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となるので, ∂yi(I)/ax J(T′)を行列要素 [(乙T)冒 (jT′)列 ]とする行列の行列式を求め
-･ナ → -->















exp [吉 I. dT芸g ij(冒(T))左 i(I))Lj (T)]
i








G (言言 o ; i)- I= (0)=言 ｡ 』 (=' JA (言)o(T 三言 (言 T`))
i
xexp[J dTtIlj…(言(I))-T･車(言(I)))よ'(T)]o り





βGZ= β∬Z(x,y), ♂ ,Z = β,I(3 , 9)
として他の成分は0とおく｡このとき接続の係数は
Ix三ニー ∂β∬Z/∂x,IlI--∂β∬Z/βy,∬γ







G(α,∬｡;i)-∫言(i'=言-A (i)explil. dTL(言(I)言 (T))] (21)
→ → _i(I)二言 _→ i_i
言(o)-言o
●
L(言言 )- 芸 (; 2+ ;2)+ 芸 昌 一βCZ(x, γ )ムーβ ,I(∬･γ) ; ) 2 (22)
となる｡これは∬,〟,zについての径路積分を順次行うことにより
G(-3,i.;i)=了 t`'=∬』 (a,Iy(i)=yA(,)Jz(t'=Z-IotdT(叛 勅 Z)逮 (Z)
x(o)=∬o y(o)=yo I(o)=zo
i ～ ●





∫ dT(去 β∬ヱ+yP ,I)- I(dx βGZ+ d ye,I)0















G(;･;:i)-I; dSI;二't,'==;;'α(S)7Z』 (言)a(弓 I.tdT{x(T)頼
i .







G(言言 ;i)- 去 I_;dり ∞dSeilSJ言(t'=;'α(S)72』 (言)-cx' =(o)=
i .








とおく｡これは一様磁場 (大きさ }方,Z 方向 )中の荷電粒子の運動をあらわすラグランジア
ンと同じである｡これより状態密度N(E)を計算すると,
(:×⊃ Cく⊃ C<:)
･(EH dkl dり dS(去 )eilS'ikα(S'-C<) -CX3 -Cく)
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